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公 立 文 化 ホ ール に お け る コ モ ン ス ペ ース の 利用実態 に 関す る 研究

　　　　　一三 重県総合文化 セ ン タ
ー

を事例 と し て一

A 　study 　on　performing　condition 　ofcommon 　space 　at　public　culture 　halls

　　　　　　 −A 　case 　stUdy 　on 　Mie　Center　for　the　Arts一

5．建 築 計画・2施 設 計画

公 立 文化 ホ
ール 　 　ロ モ ン ス ペ ー

ス

　 ア ン ケ
ー

ト　 　 マ ッ ピ ン グ

Abstract

ホ ワ イ エ

環境行動

員会

同

同

正

This　 study　 fbcuses　 on　new 　featUres　 of　lobby　area，　 or

common 　spaces 　at 廿heater　through　the　analysis　of　audience

behaviors　and 　consciousness ，　dur洳g　the　perfonrnance　il　case

stUdy 　of 　Mie　Center　for　the　Arts．

1，研究 の 背景 ・目的

　様 々 な公立 文化 ホー
ル

1 ）
の 計画に伴い 、コ モ ン ス ペ ー

ス
2 ） （以下、CS ）に おけ る利用者 の 滞在行動は多様化

し て い る。また、公演時外 の CS の 有効利用 が求め られ

て お り 、 鑑賞者 、 活動者、双方 の 立 場にた っ た公 立 文化

ホ
ー

ル の 環境 を構築する 必 要があ る と考え られ る ，

　本研究で は 、前者に つ い て扱 い 、鑑賞者 の CS の 利用

実態 と利用意識 を明 らか に す る こ と を目的 とす る。

2．研究の方法

2−1．調査対象施設 の 概要

　三 重県総合文化 セ ン ターは、文化会館、生涯学習セ ン

ター、男女共 同 参 画 セ ン タ
ー、県立 図書館 に よっ て 構成

され る複合施設 で ある。概要に つ い て、表 1 に示す。

2−2．調査方法

　対象 は 、三重県総合文化 セ ン タ
ー

大ホ
ー

ル の CS で あ

り 、
三 重大学管弦楽団 の 定期演奏会 （以下、公 演 1） と

サ マ
ー

コ ン サ
ー

ト （以下、公 演 2）時で あ る 。 CS は 、

ホ ワイ エ と屋外 テ ラ ス で あ り、ホ ワ イ エ は床 レ ベ ル 差 で

ゾ
ー

ン A 、ゾー
ン B に大別 され る （図 D。両 公 演を通 じ

て 、ア ン ケ ート調査、公 演 2 で マ ッ ピ ン グ調 査 を行 っ た。

ア ン ケー ト調査 の概要 につ い て 、表 2 に示す。内容 は、

鑑賞者 の 属性、公演前後 と体憩時間 の 過 ご し方、CS に

お け る満足度に つ い て で あ る。マ ッ ピ ン グ調査は、1 セ

ッ ト 15分間 と して 、公 演前 2 回 （以下、公 演前 1、公 演

前 II）、休憩時間 1回、公 演後 1回行 い
、 鑑賞者の 属性 、

滞在行為、滞在位置、行為 に影響を及 ぼす物的要素につ

い て 、記録 した。

2−3．分析方法

　鑑賞者の 属性、公 演前後と休憩時間の 過 ご し方 、CS
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に お ける満足 度の 相関を分析 し、滞在行為や CS に お け

る満足 度に影響を与 え る 要索を抽出する。

　　　　　　　 表 1 調査対象施設の 概要
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建集画 積 21．692 
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文化会館
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調査 対象範囲 と付属的要素の 位置

　 　 ア ン ケート調 査 の 概 要

公 演 1 定期演奏会 公 演 2 サ マ ーコ ン サート

調査 日
2009年 1月 25日

24：00開塙 14 ：30 開演
調査 日

2010年 7月17日

14 ：00閣場 14・3D開演

入場看数 璽075 入場者数 732

配布数 亅000 配布数 782

回収数 165 回収数 112

回答率 1日 50  回醫率 1432覧

＊三 重 大学 大学院工 学研究科　博士 前 期課程

＊ ＊三 重大学大学院工 学研 究科　教授 ・工博
＊＋＋ 三 重 大学大 学院工 学研 究科　准教授 ・工 博
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3，分析結果

3−L 属 性 につ い て

　鑑賞者 の 属 性 に つ い て 、表 3 に 示 す。性別 は、両 公 演

を 通 じ て 男女比 率 に 偏 り は な い 。年齢層 は 10〜20 代 の 学

生 と 40〜60 代の 比 率が 高い 。大 学関係者 は公 演 1で 26％、

公 演 2 で 38％で ある。来館人数 は 70％以上 が 2 人以上 で

ある。友人 と来 て い る比 率が 40％以 上、次 い で 夫婦、子

ど も、 親 な ど家族 で 来 て い る 人 が多い
。 居 住 地 は 、 両公

演 を 通 じ て 津市内が 50％以上 で あ り、75％ 以 上が県内で

ある。来館手段 は、立 地上 の 問題 に もよ り、車 に よ る来

館 が 最 も多 い 。来館頻度 は、公 演時が 初来館 で あっ た比

率 は、公演 1で は 8％、公 演 2 で は 15％で あ り、年間 で

管弦楽団 の 両公 演を鑑賞す る鑑 賞者 が い る影響 と予 測さ

れ る。鑑賞者の うち 30％程度は 、日常的 な 文化会館 の 活

動者、も し くは 他 の 公 演 も鑑 賞す る リ ピーター
で あ る 。

3−2．過 ご し方 に つ い て

　 公 演前 の 来館時間 は、公 演 1で は 72％、公 演 2 で は 62％

の 鑑 寅者 が 開場 時 間 よ り前で あ る 。 比 率 の 差 は、入 場者

数 が 異 な るた め、座席確保や、開揚ま での 待 ち時間 に余

裕 をもっ た鑑賞者 が 公演 1に 多か っ たと予測す る（図 2）。

公演前 の CS 内行為 は 15行為確認 で き、公 演 1 で は 多 い

順に、パ ン フ レ ッ ト確認 60％、会話 21％、座席確保 8％

で あ る。公 演 2 で は多 い 順 に、パ ン フ レ ッ ト確認 22％、

会 話 15 ％、読書 9％で ある。両 公 演を通 じて 、パ ン フ レ

．ッ ト確 認 を し て 公 演 を鑑 寅す る 比 率が 高い こ とが 分 か る

（図 3＞。ホ
ー

ル 内の 行為 は、パ ン フ レ ッ ト確認 、会話、

座 席 確保 、ア ン ケート回答 の 順 で 多い 。ホ ワ イ エ 内 の 行

為 で 、ホ ール 内で は 見 られ ない 行為 は、飲食、ク ロ
ー

ク

利 用 、 待 機 、 ゲーム で あ る （図 4）。 公 演前の 場所選択 は 、

両公 演 を 通 じ て 、 ホール 内の 座席 が 60％前後で あ り、座

席確保 の 理 由 の他 に 、パ ン フ レ ッ ト確認 は 着座 の 姿勢が

望ま れ る こ とが影響して い る とも考えられ る （図 5）。セ

ン タ
ー

内の 他施設 で は、カ フ ェ 、レ ス トラ ン で の 飲食、

図 書館 で の 読書などの 過 ご し方がある。（図 6）。

　 休 憩時 間 の ホ
ー

ル 内の 行為 は パ ン フ レ ッ ト確認 、会 話 、

ア ン ケート回 答 の 比 率 が 高 く、他読書な ど が ある。ホ ワ

イ エ 内 は 両 公 演を通 じ て 30％前後 が会話 で あ り、公 ue　1

で は飲食の 比 率 が 高 い。ま た、携帯電話使用が 特徴 と し

て 挙げ られ る （図 7）。休憩時間 の 場所選択 で は、両公 演

を通 じて ホ
ー

ル 内に 留まるとした回答者が 70％を超 え、

休憩時間 に は ホ
ー

ル 外へ移動 しない 傾向 に ある （図 8）。

　 公 演後 の 場所選択は、両公演を通 じて 約半分 の 鑑賞者

が 「直帰す る 」 と回答 して い る （図 9）。団員 が 出入 りn

を 誘導 して い る 点、団員 が搬出作業 に 取 り掛 か る 点 に よ

り、公 演後 15分間で 大半が ホ ワ イエ を出るこ と と な る。

表 3 鑑 賞者 の 属性

　　　　 公 濱

瞠性
公演 11n諞166 ｝ 公演節 ＝r12〕

注別
男性．7咲 収 ％ ，／ 女 性．89 【54 ％ 〉／

未回笋、7【4鮒
男注．54 （耳896 ）／ 女 性

・55 ⊂49 ％〕／

未回筈．苫｛2輸

年齢

ID 歳 来滴
・2⊂1％ ）／ 10代 8 こ5輸 ／

2D代 ：」1119 ％）／ 30代 ：12〔79句 ／

40 托 ：27116％）／ 50代 ：3フ【22％》／

60代 ：23（14％）／ 7玳 ・16⊂1D％）／

3D 代：2（1％ 冫ノ 未 回答 ：B匸5 ％ ｝

1 唯 未満
幽O ω ％ ）／ 10代 ．30 こ27％ 冫

／ 20代 ：11（10％，／ 30代 ・10こ9％｝ノ

4D 代 ：11 （109 ω／ 5D代 ・18〔｝6％〕／

60代 ：17 （15％ 】／ 70代 ・8⊂7％）／

BD 代 ：3僻 句 ノ 未 回吾
・4（4脇 1

夫学閃 係者
［まい 4瑛 Z69 の ／ い い え二1旧 （71％ 〕

ノ未 回答
・5 （2％ ）

は い 二43 （3日9の ／ い い え 50 （哺 鮒 ／

未 回答
・19（17 輸

来館 人数

1人 ’紹 （2册 6｝／ 2人 ア1 臼3 ％ 〉／

3人 ：34（20％ 冫／ 4人 9（5％ 冫／

5 人
・010％｝／ 6人 以上 囑 〔196 》／

未 回答 ．8〔5％ 〕

1人 ：29 （2δ％ ）／ 2人 ；47〔4四 6｝／

3人 ：21（19％ ）／ 4人 ：10  9ω ／

5人 ：313％ 〕／ 5人 以上 ：0人ω ％ ）／

未 回答 ：2〔2らω

　 不随書

催 数回 薈可〕

友人．50（4円 句 ／ 夫・妻：41 【33％ ，／

子ども 19 〔15駈 ｝／親 、1ロ （日駈》／

恋人：4 〔3％ 〕／ 兄鰍 2〔2％ ｝／

未 回 管 、3 〔2％ 〕　 　　　 　 激 n ヰ 23

友人 ：3噸（41％ ｝／ 夫・妻二29⊂24％》／

子 ども：1z 〔1D鮒 ／親 ；9σ馳）／

恋人 ：D   ％，〆 兄弟 ；O 〔O鴨，／

未 回答 ：5監4鮒 　　　 　　 　栄 nニ33

居住地

津市内 ．85 ⊂51 ％〕／ 三重県内二53
⊆32％ ）／ 三 重県外 ：z6〔田 ％ ，／

束 回箸 ：2【1脆 ｝

津市内．5515D ％ ｝／ 三 重県丙 ：29
〔26％ ｝／ 三 重県外：24〔21％】／

未 回答 ．3（3％ ）

　来館手段

〔複数回答可）

車 ：121σ 3％｝／ 電車 ：22〔13％ 1／
パ ス 、2q ％ 1／ タクシ

ー：1【1％ ，ノ

自転車パイク．1318 黝 ／

徒歩 10 〔6鮒

車 ；66 〔59鮒 ／電 車 ；23（21知 ／

バ ス ：8 σ ％ 1／ 伊クシー：2〔2％ ）／

自転車パイク：20118 ％ ）／

徒歩、7（5％ ）

来 餌顕 度

はじぬ て ：13   ％ ）／年 1回 以下 ．40
｛249 の ／ 年 2、3回 ．55 〔34 ％ ｝／ 年 4回

以上 ：54 （33 殉 ／ 来回答 ；3＠ ％ ｝

はじめ て二17 （15％ 1／年 1回以下 ：11

｛10 らω ／ 年 2．3回 ：24 【2毒％ ）／ 年 4回

以上 ．40 〔3s％ 〕／未回 答：20（33 ％ ）

50 ％

40 ％

39 ％

20％　

ユo％
D％

4S分 　　 　30e−44 　 　 1S −・29 　 　開 演 時 間　　 遅刻

以 上前 　 　 　分 前 　 　 　 分前 　 　 　一14 分前

　 　 　 　 開場時間 前　　　　　　　　　　 開 射 II剤瑚後 　　　　　　　 上測

　 　 　 　 　 　 　 　 図 2 来 館 時 間
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図 4　公 演前 の ホ
ー

ル ・ホ ワ イエ 内行 為 （複数回答可）

80％

　 　 i　 64％ 57 ％
so％　　　　 tti
40 ％ 1−−
20％ 晶 一
〇％　÷

一

臨 公演 1 日公 演 2

聾：謙翫三藁妊 蘯畿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
ホ
ー

ル 内　　　 ホワ イエ 　　　屋 外 テラス 　　 セン ター内

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 他施設

図 5 公 演前 の 場所選択 （複数 回 答可）
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3−3，CS に お ける満 足 度 に つ い て

　 ホ ワ イエ の 満足度 に つ い て 、図 10 に示 す。

　 ホ ワ イ エ の 雰囲 気 に 関 して 、両 公 演 を通 じて 、「よ い 」

「まあ よ い 」 と肯定 的な回 答 が 60％前後、「あ ま りよ く

な い 」 とい う否 定的な回 答 が 2〜3％ で あ っ た。

　 ホ ワイ エ の 広さに 関 し て 、公 演 1 と公 演 2 で 差が 出 て

い る。そ の 要因と して、公演 1 で は 1・2 階共 に 使用可 能

で あっ た の に対 し、公 演 2 で は ホ ワイ エ の 1 階の み が 使

用 両∫能 だ っ た た め、天 井高 の 関係 で 、開放感 が 異な っ た

と考え られ る。公 演前後の ホ ワ イ エ の 入 り口 付近の 混 み

具合な ど、鑑賞者数が影響 して い る可能性 もあ る。マ ッ

ピ ン グで 得 られ た公演 2 の CS 内 の 行為 は会話が 中 心 で

あ り （図 11）、ホ ワ イ エ の 滞在位置分布 は ゾー
ン A の ク

ロ ーク 受付 と ホ
ー

ル 扉前 の 柱付近 に集 中 し て い る （図

12）。ホ ワ イ エ の 開 放 感 に 大 き く影 響 す るで あ ろ う吹 き抜

け の ゾーン B は、喫 茶 店 が 営業 して い な か っ た こ と もあ

り、滞在者が 少数 で あ っ た
。 吹き抜け部分 に 滞在者 が 少

なく、屋外 テ ラス ま で 視覚 が連続 し、か つ ガ ラ ス 張 りの

明 るい 環境で あ っ た こ とが、広さに 関 し て 肯定的な評価

を得 た 要因 の 1つ と考えられ る。

　 ソ フ ァ 数に 関 して は、「やや不十分 」 「不 十分 」 とい っ

た 否 定的な回 答を、公演 1 で 37％、公演 2 で 24％得 た。
マ ッ ピ ン グ で 記録 し た ソ フ ァ の 利 用 につ い て 、図 13に示

す e ソ フ ァ 1 （a−2）は 体憩時 間 、公 演後 に利用率が高 く、

5 分 以 内 の 短 時 間 の 利用 が 目立 ち、利用者 の 入 れ替 えが

頻繁 で あ る。公 演後 に は、ア ン ケ
ー

ト回 答他多様な行為

を記 録 した e ソ フ ァ H （b−1）は 、ソ フ ァ 1 と比 較 し合計の

利用時間は少 なく、1 人 で 利用 、もし くは 2 人 で の 会話

に よ る利用 が 多い
。

つ ま り、ソ フ ァ 1 とソ フ ァ 皿 で は 利

用 目的や利用時間 に違 い が 出 て い る 。 公 演前 は 両 ソ フ ァ

が 利用可能、休憩時間 と公 演後 は ソ フ ァ H が利用可 能で

あ る。そ の よ うな ソ フ ァ の 空き状況 に 関わ らず、数 が少

な い との 回 答 を得 て い るた め、短時間滞在 と多様 な 行為

に 向 く ソ フ ァ 数 の 検討 を す る必 要 が あ る。ま た、利用 時

間 の 差 は、各 ゾーン の 滞在分布 の 偏 りが影響 して い る 可

能性 が ある 。

　 屋 外 テ ラ ス に 関 して 、雰 囲 気 ・広 さの 肯定的な回 答 が

50％ 近 く 占 め て い る に も関 わ らず、実際 の 滞在 者 が 少 な

く、行 為 が 喫煙に限 定され て い た。灰 皿 が 設置 され た、

屋 外 テ ラス の 出入 り口付 近 に 喫煙 者 が 集中 して お り、屋

外テ ラ ス に お い て も滞在位置分布 の 偏 りを防ぐよ う、灰

皿 ・テ
ー

ブル セ ッ トの 配置 の 検討 が 求 め られ る。

　 ホ ワイエ に お ける満足度 と相関を得た もの に、年齢と

来 館頻度があげられ る。図 14 の 公 演 1で は、10代か ら

50 代に つ れ て 、雰囲気 の 満足度 が 低 くなる傾 向 に あ る。
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図 15 の 公 演 2 で は 、10 代か ら 60 代 に つ れ て
、

広 さの 満

足度が低 くなる傾向 に あ る。年齢別 の 滞在位置 の 特徴 と

して 、滞在者 の 多い ゾ
ー

ン A で は、約 50％が 10、20 代

の グル
ープで あり、輪に 広 が り会話をする こ とが あげら

れ る。こ うした特徴が年齢別 の 満足度に関係 して い る可

能性 もあ る が、今回 の調査だけで は要因につ い て 断定で

きな い 。図 工6 の 公演 2 で は、来館頻度が高い につ れ て、

満 足度が 低 く な っ て い る。尚、鑑 賞者 の 属 性 と過 ご し方

に 関し て 、 相関が得 られ な か っ た 。

4．ま とめ

  今回、鑑賞者 の 属性 は 、保護者や友人、大学関係者 な

ど、顔 見知 りの 鑑賞者が 多 い ケ
ー

ス で あ っ た。

  公演前 と休憩 時間 の 行為 で は、パ ン フ レ ッ ト確認 が 多

く、着座姿勢が望ま れ、ホール 内 の客席 で滞在する 鑑賞

者が多い
。 また、読書を記録 し、図書館 の 複合が公演時

の 過 ご し方 に 与 え る 影響に つ い て 確認 した。

  場所選択で は、公 演前、時間 に余裕をもっ た鑑賞者は、

セ ン タ
ー

内 の 他施設 を利 用で きる環境 にあ り、公演 1で

18％、公 演 2 で 正4％の 利用があ っ た。
一

方、公 演後は直

帰す る鑑賞者 の 比 率が高 く、両公演を通 じて 16％ しか セ

ン タ
ー

内にとどま らな い 。

  休憩時間に CS 内で は 、飲食や通話な どの 行為 の た め

の 滞在 が目立 ち、単 に 目的がな くホ
ー

ル か らCS へ 出た

鑑 賞者 の 比率は少 ない
。

  ホ ワ イ エ の 雰囲気、広 さに 関 して 、肯定的な意見 が 多

い 。理 由と して、ガ ラ ス 面、吹き抜けな ど建築的要素 の

充 実が 予測 され る。

  CS の 家具数に 関 し て 、不 十 分 と の 回 答があ り、滞在

位置分布 の 偏 りの 是正が望まれ る。

  属性 に よっ て CS にお ける満足度は異 なる た め、公 演

内容 に よっ て、満 足 度に 差が出 る こ とが予測 され る。

本研究 に よ り、特定 の 公演 内容 で はあるが 、公 演前後 、

休憩時間 の CS 利 用実態、利用意識を明 らか に で きた。
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注 1）本稿 におけ る、公 立文化ホール は、国及び地方自治体によって設置 され ゆFI を導入 し

て い る場合 を含む）．舞 白芸術 の 上 淡等 に用 い られ る 「ホ
ー

ル 」 を 含む公 の 施設 と定義する．
註 2〕本稿にお ける、コ モ ン ス ペ ース は．諸蜜以外の フ 1一ス ペ ース と 足義す る。公 演時．ホ ワ

ィ エ や屋外 テ ラス 等が こ れにあたる。
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図 12　公 演 2 の ホ ワイ エ 内滞 在位 置 分布

公 滴
前 【

公演
前 韮

休爼
時間

公醗

俵

公澳

前 1

公濱　 休阻

弼 H　 時間

公演

険

飲食 13
」葛呪pmπ「
鷲鸞 ∫ 飲 食 3

特になし 興 鱗 1 持 に な し 4 58

会話 讌 、繍 3 会 話
庚鵬 碍
夙叮」

浮勘 鵬 黜 棄

パ ン フ レット確2 1 バ ン フ レソト確毘 8

携帯 電膳使用 祷 1静 3 携 帯電話 使用 5　　　 5

眺める
噛臨尋｝」点
秋認 P 眺め る

アンケ
ー

ト回箸 麗〜鯉 アンケ
ー

ト回 答 2

荷物監理 1 音楽鑑寛 5

凝書 3 含計時閲こ分1　　　　 匸2　　　 5　　 4324

哲衣 1

合計時 聞〔分 1　　　　 1350 　　 54

騾

：：：

：黷
■眺
鱒 覧嚇

＋

畿
 

図 13　 ソ フ ァ の 利用時間と行為 （ソ フ ァ 1 、ソ フ ァ ll）
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